
紅葉の角間渓谷を訪ねる
紅葉が盛りを迎えた11月3日、角間渓谷
には多くの観光客が訪れていました。埼
玉県深谷市から訪れた篠崎毅さん、波江
さんご夫婦（写真）に、印象を伺うと、
「やはり山がきれいですね。手付かずの
自然がいいです」と話していました。
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湯ゆ

温
泉
。
そ
の
湯
は
あ
ら
ゆ
る
病
に
効
く

と
言
わ
れ
、
昔
か
ら
湯
治
場

と

う

じ

ば

と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
鹿
教
湯
の
冬

の
風
物
詩
は
「
幻
想
冬
紀
行
」
。
屋
根
付

き
の
橋
「
五
台
橋

ご
だ
い
き
ょ
う

」
や
「
文
殊
堂
」「
薬
師

堂
」
へ
と
続
く

参
道
を
、
約
２

０
０
個
の
氷
灯

ろ
う
で
飾
る
と

て
も
幻
想
的
な

イ
ベ
ン
ト
。
灯

ろ
う
の
点
灯
は

一
般
の
方
も
参

加
で
き
、
願
い

事
な
ど
し
な
が

ら
火
を
と
も
し

ま
す
。
オ
レ
ン

ジ
色
の
あ
た
た

か
な
光
が
、
見

る
人
の
心
を
癒い
や

し
ま
す
。

そ
の
昔
、
鹿
に
化
身
し
た
文
殊
菩
薩
が

猟
師
に
教
え
た
出
湯

い

で

ゆ

と
伝
え
ら
れ
る
鹿
教

か

け

ゆ
っ
た
り
、の
ん
び
り
、じ
ん
わ
り
と
…

別
所
温
泉
の
北
向
観
音
を
見
上

げ
る
「
湯
か
け
地
蔵
」
の
あ
る
公

園
の
中
に
、
八
角
形
の
足
湯
が
湯

気
を
立
て
て
い
ま
す
。
こ
の
足
湯

の
名
前
は
「
な
な
く
り
」
。
昨
年

の
夏
に
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

安
楽
寺
八
角
三
重
塔
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
総
ヒ
ノ
キ
造
り
で
、
８

人
が
同
時
に
腰
掛
け
て
ゆ
っ
く
り

楽
し
め
ま
す
。

お
湯
は
近
く
の
源
泉
か
ら
引
い

た
単
純
硫
黄
泉
で
す
。
地
名
の
七

久
里
と
、
苦
し
み
が
離
れ
る
意
味

を
兼
ね
て
「
な
な
く
り
」
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
足
を
お
湯
に
つ

け
れ
ば
、
冬
の
木
枯
ら
し
も
心
地

良
い
風
に
変
わ
り
ま
す
。

う
つ
く
し
の
湯
は
、
村
の
中
心
部
に
あ

り
、
丸
子
町
な
ど
近
隣
市
町
村
の
皆
さ
ん

に
も
多
く
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

開
放
感
あ
ふ
れ
る
露
天
風
呂
か
ら
は
美
ヶ

原
の
峰
々
や
、
の
ど
か
な
武
石
の
村
景
色

を
ゆ
っ
た
り
と

一
望
で
き
ま

す
。地

下
２
０
０

０
ｍ
よ
り
湧わ

き

出
る
源
泉
40
・

３
度
の
天
然
温

泉
。
か
す
か
に

赤
み
を
帯
び
た

透
明
無
臭
の
湯

は
、
温
泉
成
分

を
豊
富
に
含
み

心
身
の
緊
張
を

の
ん
び
り
と
ほ

ぐ
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

寒
い
季
節
、
温
泉
で
じ
ん
わ
り
と
温
ま
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

昭
和
２
年
に
開
設
さ
れ
た
菅
平

高
原
ス
キ
ー
場
。
昭
和
５
年
に
は
、

当
時
ス
キ
ー
の
名
手
と
し
て
世
界

的
に
有
名
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ハ

ン
ネ
ス
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が
訪

れ
、
絶
賛
し
、
一
躍
有
名
ス
キ
ー

場
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
開
設
か

ら
78
年
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
の
オ
ー
プ
ン
は
、
12
月
９

日
（
金
）
。
当
日
の
運
行
リ
フ
ト

は
す
べ
て
無
料
で
、
抽
選
会
や
豚

汁
サ
ー
ビ
ス
も
。
シ
ー
ズ
ン
中
毎

月
第
３
日
曜
日
は
、
小
学
生
以
下

リ
フ
ト
無
料
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
、

あ
な
た
の
ま
ち
の
ス
キ
ー
場
に
な

る
菅
平
高
原
で
、
あ
た
た
ま
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

心
あ
た
た
ま
る
氷
灯
ろ
う
の
灯あ

か

り
　

●
幻
想
（
き
ら
め
き
）

冬
紀
行

オープン初日の12月17日（土）は入

場無料です。

営業期間 12月17日(土)～来年2月12

日(日)

休業 12月31日(土)・1月1日(日)

営業時間 午前9時～午後4時30分

（入場は午後4時まで）

入場料 大人750円、中学生以下・付

添い人300円、未就学児は無料

貸靴料金 1人1回300円

※入場割引券を16ページに掲載。

問 上田市民の森スケート場q27-9396

■上田市
上田市民の森スケート場オープン

上質の雪を満喫できる穴場的ゲレン

デが魅力の番所ヶ原スキー場にお越し

ください。

営業期間 12月22日（木）～来年3月

31日（土）

リフト料金 1日券3,500円・１回券

250円・11回券2,500円（全券終日有効）

問 武石村開発公社事務局q85-2829

番所ヶ原スキー場q86-2213

■武石村
番所ヶ原スキー場OPEN！

「３、２、１」とカウントダウンして午

前０時に打ち上がる大スターマイン。

2006年のスタートを菅平高原で迎えま

せんか。白銀の世界の夜空を焦がす花

火大会におこしください。

日時 12月31日（土）午後11時55分～

場所 菅平高原国際リゾートセンター

前特設会場

問 菅平高原観光協会　q74－2003

■真田町
2006カウントダウン花火大会

Information

上
田
市
丸
子
町
真
田
町
武
石
村
共
通
企
画

ぽ
か
ぽ
か
あ
っ
た
か

●
足
湯
「
な
な
く
り
」

冬
は
ス
キ
ー
で
あ
た
た
ま
る

●
菅
平
高
原

氷灯ろう点灯日時は、12月29日～

来年２月12日まで毎日、日没（午後４

時半頃）～夜９時頃。点灯希望の方は、

開始時刻までに鹿教湯温泉の共同浴場

「文殊の湯」前にお越しください。

「文殊の湯」ご利用案内

営業時間 午前９時～午後９時（年中

無休）

料金 一般300円（宿泊客200円）

問 鹿教湯温泉観光協会　q44-2331

■丸子町
鹿教湯温泉の氷灯ろうを楽しんで、
「文殊の湯」でゆったりどうぞ

新市誕生まで　
あと95日（12/1現在）

●
武
石
温
泉

「
う
つ
く
し
の
湯
」
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行政フラッシュ
財政状況と職員給与

行政フラッシュ

町
民
一
人
あ
た
り
、
予
算
は
３９
万
9
千
円
。

借
金
は
3
万
3
千
円
。

今
年
度
の
町
一
般
会
計
の
当
初

予
算
額
は
、
44
億
１
千
万
円
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
議
会

で
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
、
９
月

末
日
現
在
の
予
算
額
は
、
当
初
予

算
に
２
億
６
４
２
０
万
８
千
円
を

追
加
し
46
億
７
４
２
０
万
８
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
補
正
の
主
な

内
容
は
、
そ
の
都
度
広
報
で
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。

上
半
期
の
収
入
状
況
は
、
27
億

４
９
４
８
万
円
、
予
算
額
の
58
・

８
％
が
収
入
と
な
り
ま
し
た
。
収

入
額
で
最
も
多
い
の
は
、
地
方
交

付
税
の
13
億
５
１
４
８
万
円
、
続

い
て
町
税
の
６
億
８
８
４
５
万
円

で
す
。

上
半
期
の
支
出
の
状
況
は
、
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
上
半
期
に

支
出
し
た
も
の
と
今
年
度
内
に
町

の
仕
事
を
行
う
た
め
に
支
払
う
こ

と
を
約
束
し
た
金
額
（
こ
こ
で
は

「
契
約
済
額
等
」
と
し
ま
す
。）
は
、

23
億
１
８
万
円
で
す
。
こ
の
契
約

済
額
等
の
79
・
７
％
、
18
億
３
２

６
８
万
円
は
上
半
期
で
支
払
い
済

み
で
す
。

ち
な
み
に
今
年
度
予
算
額
を
町

民
の
人
数
で
わ
っ
て
み
る
と
、
１

人
当
り
当
初
予
算
で
37
万
７
千
円
、

９
月
補
正
後
で
39
万
９
千
円
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
の
工
事
な
ど
を

行
う
た
め
に
一
般
会
計
で
借
金

（
町
債
）
す
る
金
額
は
、
３
億
８

２
６
０
万
円
で
町
民
１
人
当
り
３

万
３
千
円
、
逆
に
今
ま
で
借
金
し

て
き
た
お
金
を
返
す
金
額
（
公
債

費
）
は
、
７
億
５
２
０
５
万
円
で

町
民
１
人
当
り
６
万
４
千
円
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
借
金
の
多

く
は
、
返
済
に
当
た
っ
て
地
方
交

付
税
と
し
て
国
が
支
出
し
て
く
れ

る
分
が
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営

企
業
会
計
の
上
半
期
に
お
け
る
工

事
の
発
注
状
況
は
、
上
の
表
の
と

お
り
で
す
。

今
年
度
は
、
菅
平
小
中
学
校
と

今
年
度
の
町
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

広
報
5
月
号
で
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
月
は
、
4
月
か
ら
9
月
ま
で
上
半
期
の

町
の
家
計
簿
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
状
況

工
事
の
発
注
状
況

町税 
6億8,845万円 地方譲与税  

　4,559万円 

交付金　14億5,919万円  
　　　うち地方交付税  
　　　　13億5,148万円 

国県支出金  
　5,251万円 

未収入  
19億2,473万円 
未収入  

19億2,473万円 

その他　1億2,552万 

繰越金 
3億7,822万円 町債　0万円 

一般会計収入状況（上半期）

各会計の上半期工事発注状況

区　　　分

工
　
事
　
請
　
負
　
費

予　算　額（万円）

発 注 済 額（万円）

契　約　率（ ％ ）

支 出 済 額（万円）

執　行　率（ ％ ）

一般会計
公共下水道

事業

農業集落

排水事業

真田町

水道

菅平高原

上水道

有線放送

電話
合計

34,049

24,555

72.1 

9,993

29.3

5,257

4,505

85.7 

2,348

44.7

150

0

0.0 

0

0.0

2,784

1,739

62.5

0

0.0

7,130

5,562

78.0

742

10.4

715

88

12.3

43

6.0

50,085

36,449

72.8

13,126

26.2

0

2

4

6

8

10

そ
の
他 

公
債
費 

教
育
費 

消
防
費 

土
木
費 

商
工
費 

農
水
費 

衛
生
費 

民
生
費 

総
務
費 

議
会
費 

予算額 

契約済額等（　）内 

８
、０
９
１
万
円
 

　（
４
、

（
４
、１
３
７
万
円
）

１
３
７
万
円
） 

７
億
１
、６
２
０
万
円
 

９
億
１
８
５
万
円
 

３
億
３
７
９
万
円

３
億
３
７
９
万
円
 

５
億
５
、５
５
４
万
円
 

２
億
４
、

２
億
４
、９
１
７
万
円

９
１
７
万
円
 

５
億
６
、

５
億
６
、４
４
１
万
円

４
４
１
万
円
 

７
億
５
、２
０
５
万
円
 

３
、５
９
０
万
円
 

　（
３
億
７
、０
３
６
万
円
） 

　（
３
億
２
、０
３
２
万
円
） 

　（
２
億
３
４
４
万
円
）

（
２
億
３
４
４
万
円
） 

３
億
３
、

３
億
３
、４
６
６
万
円

４
６
６
万
円
 

　（
９
、

（
９
、９
６
２
万
円
）

９
６
２
万
円
） 

１
億
７
、

１
億
７
、９
７
３
万
円

９
７
３
万
円
 
　（
１
億
１
、

（
１
億
１
、７
８
７
万
円
）

７
８
７
万
円
） 

　（
１
億
６
、

（
１
億
６
、９
５
４
万
円
）

９
５
４
万
円
） 

　（
２
億
２
、

（
２
億
２
、３
８
５
万
円
）

３
８
５
万
円
） 

　（
３
億
５
、９
６
９
万
円
） 

　（
３
億
８
、０
０
３
万
円
） 

　（
１
、

（
１
、４
０
９
万
円
）

４
０
９
万
円
） 

　（
４
、１
３
７
万
円
） 

３
億
３
７
９
万
円
 

２
億
４
、９
１
７
万
円
 

５
億
６
、４
４
１
万
円
 

　（
２
億
３
４
４
万
円
） 

３
億
３
、４
６
６
万
円
 

　（
９
、９
６
２
万
円
） 

１
億
７
、９
７
３
万
円
 
　（
１
億
１
、７
８
７
万
円
） 

　（
１
億
６
、９
５
４
万
円
） 

　（
２
億
２
、３
８
５
万
円
） 

　（
１
、４
０
９
万
円
） 

億円 
一般会計支出状況（上半期）

※　契約済額等とは、上半期に支出したものと年度内で支払うことを約束した金額です。
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長
小
学
校
の
給
食
室
ド
ラ
イ
シ
ス

テ
ム
化
の
工
事
、
菅
平
浄
化
セ
ン

タ
ー
工
事
、
排
水
管
布
設
替
工
事
、

道
路
や
農
道
な
ど
の
各
区
の
地
域

づ
く
り
委
員
会
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
事
業
を
順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
と
公
営
企
業
の
各
会

計
（
水
道
、
下
水
道
、
有
線
放
送

電
話
）
の
上
半
期
の
状
況
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
会

計
と
集
合
支
払
会
計
を
除
い
た
特

別
会
計
と
公
営
企
業
会
計
は
、
対

象
に
な
る
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
料
や
使
用
料

行政フラッシュ
財政状況と職員給与

行政フラッシュ

な
ど
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
全
体
で
の
予
算
総
額

は
、
37
億
４
３
３
８
万
円
で
、
こ

の
う
ち
上
半
期
で
の
収
入
済
み
は

35
・
２
％
で
、
支
出
済
み
は
41
・

２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
つ
の
公
営
企
業
会
計
の
予
算

総
額
は
、
収
入
が
４
億
８
０
０
７

万
円
、
支
出
が
６
億
２
８
０
２
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
予
算
に
対
す

る
収
入
、
支
出
の
執
行
率
は
、
そ

れ
ぞ
れ
45
・
５
％
、
29
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

特別会計と公営企業会計の執行状況

収
　
　
入

支
　
　
出

予 算 額
（万円）

23,380

11,108

47.5

4,855

2,334

48.1

22,649

6,666

29.4

10,308

3,705

35.9

11,718

5,914

50.5

11,232

2,684

23.9

1,193

187

15.7

10,990

2,659

24.2

6,848

2,281

33.3

5,862

1,892

32.3

13

21

161.5

1,761

578

32.8

真田町水道 菅平高原上水道 有線放送電話

収益的 資本的 収益的 資本的 収益的 資本的

収入済額
（万円）

収 納 率
（%）

予 算 額
（万円）

支出済額
（万円）

執 行 率
（%）

公 営
企 業
会 計

収
　
　
入

支
　
　
出

予 算 額
（万円）

84,440

34,079

40.4 

111,473

43,575

39.1 

78,091

31,808

40.7 

907

259

28.6 

74,215

8,342

11.2 

15,258

3,764

24.7 

9,954

9,954

100.0 

84,440

37,170

44.0 

111,473

47,246

42.4 

78,091

31,460

40.3 

907

453

49.9 

74,215

26,386

35.6 

15,258

7,619

49.9 

9,954

3,933

39.5 

国　民

健　康

保　険

老　人

保　健

介　護

保　険

住宅新築

資金等貸

付事業

公共下水

道事業

農業集落

排水事業
集合支払

収入済額
（万円）

収 納 率
（%）

予 算 額
（万円）

支出済額
（万円）

執 行 率
（%）

特 別

会 計

※　収益的・・・事業を行うための運営費
※　資本的・・・建設改良費・固定資産購入費など

10月11日に行われた菅平浄
化センター工事の安全祈願祭。
平成23年度完成予定で工事
が始まった。

財政状況

問い合わせ 財政係

有線２０２１

q72─２２０１

特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
状
況

１.人件費の状況（平成16年度普通会計決算額）

２.職員給与の状況（平成17年度一般会計当初予算）

３.職員の平均給料及び平均年齢の状況（H.17.4.1）

5,046,415

歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ）

1,070,866 21.2

人件費率

千円 千円 ％

B/A

126

職員数（Ａ）
給与（Ｂ）

（給料＋諸手当）

一人当たり
の給与
（Ｂ）／（Ａ）

736,547 5,845人 千円 千円

324,360 42.7 310,417 46.8

一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
円 歳 円 歳

４.職員（一般行政職）の初任給の状況（H.17.4.1）

138,800 148,500 170,700 190,200

高　校　卒 大　学　卒

初任給 採用２年経過
給　料　額 初任給 採用２年経過

給　料　額

※　特別職は期末手当のみ

支給されており、

3.3月分／年です。

円 円 円 円

（人件費：常勤の特別職、議会議員、一般職の報酬・給与）

６.手当の状況（H.17.4.1）
期末手当　 ３.０月分／年

勤勉手当　 １.４月分／年

計　　 ４.４月分／年

区　分

大　学　卒

高　校　卒

10～15年

285,000

241,000

15～20年

329,900

20～25年

361,900

322,500

町 長

助 役

教 育 長

議 長

副 議 長

常任委員長

議 員

703,800 円

602,100 円

544,980 円

281,200 円

224,640 円

213,400 円

206,610 円

７.特別職の報酬等の状況

８.部門別職員の状況（各年4月1日）

５.経験年数・学歴別平均給料月額（H.17.4.1）

一般（総務や農林、商工、

土木など）

福 祉

教 育

公 営 企 業 等

計

区
分

部
門 平成14年

６９

３８

１７

１９

１４３

平成15年

７３

３５

１６

１８

１４２

平成16年

７２

３９

１５

１６

１４２

平成17年

６８

４０

１６

１６

１４０

職員数（人）

減額後の状況（H.17.7.１）

円 円 円

職員給与

問い合わせ 行政係

有線２０１１

q72─２２０１

人
件
費
が
、
支
出
に
占
め
る

割
合
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
？

ま
た
、
一
般
職
員
の
平
均
給
料
や
初
任
給
、

部
門
別
の
職
員
数
は
？

そ
し
て
、
町
長
や
議
会
議
員
ら
特
別
職
の

月
額
の
報
酬
は
い
く
ら
な
の
か
？

こ
れ
ら
の
実
態
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
８
項
目
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
件
費
と
は
平
成
16
年
度
に
支

払
わ
れ
た
、
町
長
や
助
役
ら
特
別

職
の
報
酬
と
一
般
職
の
給
与
の
総

額
で
す
。

ま
た
、
普
通
会
計
と
は
、
一
般

会
計
と
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
特
別
会
計
等
の
合
計
額
で
す
。

そ
し
て
、
経
験
年
数
・
学
歴
別

平
均
給
料
月
額
は
、
就
職
後
に
年

数
を
重
ね
た
職
員
が
、
い
く
ら
の

給
料
を
得
て
い
る
の
か
を
、
５
年

単
位
の
平
均
で
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
６
月
１
日
か
ら
、

収
入
役
は
置
か
な
い
こ
と
と
し
ま

し
た
。
特
別
職
の
報
酬
は
７
月
支

給
分
か
ら
更
に
１
年
間
減
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。
町
長
は
15
％
、
助

役
10
％
、
教
育
長
９
％
、
議
長

５
％
、
副
議
長
４
％
、
議
員
は

３
％
の
減
額
で
す
。
な
お
、
一
般

職
の
管
理
職
手
当
は
、
課
長
職

20
％
、
指
定
職
17
％
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
職
員
数
は
、
全
体
で
、

収
入
役
は
置
か
ず
、特
別
職
報
酬
も
削
減
。

２
名
減
と
な
り
ま
し
た
。
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平
成
17
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
来
年
度
か
ら
の
65
歳
以
上
の

方
の
個
人
住
民
税
（
町
県
民
税
・

合
併
に
よ
り
、
来
年
度
か
ら
市
県

民
税
）
が
変
わ
り
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

来
年
度
課
税
の
個
人
住
民
税
で

は
、
65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金

控
除
額
が
減
り
、
老
年
者
控
除
が

廃
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
65
歳
以
上

の
方
の
う
ち
、
合
計
所
得
が
１
２

５
万
円
以
下
の
方
の
非
課
税
措
置

も
廃
止
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
変
更
に
よ
り
、
今
ま

で
は
、
個
人
住
民
税
が
課
税
さ
れ

な
か
っ
た
方
に
、
新
た
に
課
税
さ

れ
た
り
、
個
人
住
民
税
が
今
ま
で

よ
り
増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

初
め
に
、
今
回
お
知
ら
せ
す
る

個
人
住
民
税
と
、
所
得
税
の
違
い

を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

所
得
税
は
、
個
人
の
所
得
に
対

し
て
か
か
る
税
金
で
、
国
に
納
め

る
税
金
で
す
。
個
人
住
民
税
は
、

道
府
県
民
税
と
市
町
村
民
税
を
合

わ
せ
て
、
市
町
村
に
納
め
ま
す
。

こ
の
個
人
住
民
税
は
、
大
ま
か

に
い
う
と
、
均
等
の
額
に
よ
っ
て

負
担
す
る
均
等
割
と
、
所
得
に
応

じ
て
負
担
す
る
所
得
割
か
ら
な
り

ま
す
。
所
得
税
よ
り
納
め
る
人
の

範
囲
は
、
広
く
、
一
方
、
税
率
は

低
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
所
得

税
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
、
個
人
住
民
税
の
申
告

も
同
時
に
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
、

後
日
、
市
町
村
が
税
金
を
計
算
し

て
通
知
し
、
税
金
を
納
め
る
し
く

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
分
の
所
得
税
・
住
民

税
の
申
告
で
は
、
年
齢
が
65
歳
以

上
の
場
合
、
老
年
者
控
除
と
し
て
、

所
得
税
で
は
50
万
円
・
住
民
税
で

は
48
万
円
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
平
成
17
年
分
の
申
告

（
平
成
18
年
２
〜
３
月
実
施
）
か

ら
は
、
老
年
者
控
除
は
廃
止
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
年
齢
65
歳
以
上
の
方
の
う
ち
、

前
年
の
合
計
所
得
が
１
２
５
万
円

以
下
の
方
の
個
人
住
民
税
の
非
課

税
措
置
が
平
成
17
年
度
課
税
ま
で

で
、
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
次
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
個
人
住
民
税
非
課

税
者
が
平
成
18
年
度
以
降
課
税
と

な
っ
た
場
合

な
お
、
障
害
者
、
未
成
年
者
、

寡
婦
又
は
寡
夫
で
、
前
年
の
合
計

所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
の

住
民
税
非
課
税
措
置
は
継
続
し
ま

す
。前

記
し
た
①
・
②
・
③
に
よ
り
、

65
歳
以
上
で
、
年
金
収
入
の
み
の

場
合
の
個
人
住
民
税
の
課
税
範
囲

は
次
の
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
住
民
税
所
得
割
に
つ
い
て
は
、

基
礎
控
除
と
扶
養
控
除
の
み
考
慮

し
て
算
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
所

得
税
・
個
人
住
民
税
の
申
告
で
、

社
会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
な
ど

を
申
告
し
、
控
除
す
る
こ
と
で
、

こ
の
収
入
金
額
以
上
で
も
所
得
割

が
非
課
税
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

社
会
保
険
庁
か
ら
の
公
的
年
金

も
、
こ
の
２
月
か
ら
控
除
関
係
が

改
正
と
な
り
、
扶
養
す
る
人
が
い

な
い
方
の
場
合
、
月
額
13
万
２
千

円
（
１
回
の
支
払
額
が
26
万
４
千

円
）
程
度
を
超
え
る
と
所
得
税
が

源
泉
さ
れ
て
い
ま
す
。

給
与
所
得
者
の
場
合
、
年
末
調

整
で
所
得
税
は
精
算
で
き
ま
す
が
、

年
金
所
得
者
の
場
合
は
確
定
申
告

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
所
得
税
の

精
算
（
還
付
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
確
定
申
告
は
、
平
成
18
年
２

月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
の
間
、

町
内
の
会
場
も
し
く
は
上
田
税
務

署
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
が
還
付
と
な
る

申
告
の
場
合
に
限
り
、
上
田
税
務

署
で
は
申
告
期
間
前
よ
り
申
告
書

を
受
付
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
係

有
線
２
０
４
１
　
q
72
―
０
１
５
４

定
率
減
税
は
、
所
得
か
ら
控

除
を
差
し
引
き
算
出
し
た
税
額

か
ら
一
定
の
率
で
税
額
を
控
除

す
る
制
度
で
、
平
成
11
年
度
税

制
改
正
か
ら
導
入
、
継
続
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
定
率
減
税

が
、
次
の
と
お
り
半
分
に
減
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の

方
の
所
得
税
と
個
人
住
民
税
が

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
計

算
の
基
と
な
る
年
金

の
所
得
額
は
、
受
け

取
っ
た
年
金
の
額

（
収
入
額
）
か
ら
、

定
め
ら
れ
た
、
公
的

年
金
等
控
除
額
を
差

し
引
い
て
算
出
さ
れ

ま
す
。
今
年
の
年
金

受
け
取
り
額
か
ら
、

65
歳
以
上
の
方
の
公

的
年
金
等
控
除
額
が

変
わ
り
ま
し
た
。
そ

の
変
更
の
一
部
が
上

の
表
で
す
。
年
金
収

入
か
ら
差
し
引
く
控

除
額
が
減
り
ま
し

た
。
よ
っ
て
、
昨
年

ま
で
と
同
額
の
年
金

収
入
で
も
、
所
得
額

は
増
え
、
税
額
が
増

え
る
要
因
に
な
り
ま

暮
ら
し
の
税
情
報
〜
シ
ル
バ
ー
世
代
の
税
〜

来
年
度
か
ら

個
人
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

個
人
住
民
税
の
均
等
割
（
４

０
０
０
円
）
に
つ
い
て
は
、
生

計
を
一
に
す
る
夫
婦
で
、
共
に

非
課
税
基
準
を
超
え
る
収
入
が

あ
る
場
合
、
妻
の
均
等
割
は
、

今
年
度
、
半
分
に
軽
減
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
18
年
度

課
税
か
ら
は
、
全
額
課
税
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
係

有
線
２
０
４
１
　
q
72
―
０
１
５
４

全
世
代
に
関
係
あ
る
変
更

定
率
減
税
が
半
分
に

妻
の
均
等
割
軽
減
が
廃
止
に

所
得
税
の
定
率
減
税
は
税
額
の

（
18
年
１
月
か
ら
）

現
行

改
正

２０
％
相
当
額
（
最
高
25
万
円
）

１０
％
相
当
額
（
最
高
12.5
万
円
）

個
人
住
民
税
の
定
率
減
税
は
税
額
の

（
18
年
６
月
徴
収
分
か
ら
）

現
行

改
正

１５
％
相
当
額
（
最
高
４
万
円
）

７.５
％
相
当
額
（
最
高
２
万
円
）

⇒ ⇒

所
得
税
と
住
民
税
の

違
い

公
的
年
金
等
控
除
額
の
変
更
（
６５
歳
以
上
の
方
）

老
年
者
控
除
の

廃
止

1
2
5
万
円
以
下

非
課
税
の
廃
止

住
民
税
の
課
税

（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
）

所
得
税
の
還
付

平成16年までに受給した年金所得の算出は次のとおりでしたが
公的年金「収入額」 公的年金「所得額」の算出

140万円まで→ ０円

140万円超～260万円未満→収入金額　　－ １４０万円

260万円超～460万円未満→収入金額　×　0.75 － ７５万円

平成17年から受給する年金所得額の算出はこうなります。
公的年金「収入額」 公的年金「所得額」の算出

120万円まで→ ０円

120万円超～330万円未満→収入金額　　－ １２０万円

330万円超～410万円未満→収入金額 × 0.75 － 3 7 . 5万円

410万円超～770万円未満→収入金額 × 0.85 － 7 8 . 5万円

⇒

変更

１年間の公的年金収入が１６０万円で、65歳以上の方の場合
平成16年分までは
収入１６０万円　－　控除１４０万円　＝　所得２０万円
※所得は20万円となり、生計を一にする者の扶養となることができました。

平成17年分からは
収入１６０万円　－　控除１２０万円　＝　所得４０万円
※年金所得は40万円となるため、生計を一にする者の扶養となることができま
せん。扶養者も年末調整や、申告にご注意ください。

計 算 例

扶養0の場合

扶養1の場合

扶養2の場合

151万5千円以上で課税

202万8千円以上で課税

234万3千円以上で課税

155万円以上で課税対象

225万円以上で課税対象

260万円以上で課税対象

住民税均等割（4000円）は

公的年金収入額が

個人住民税の所得割は

公的年金収入額が
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あ
る
日
突
然
、
使
っ
た
覚
え
の

な
い
有
料
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
な

ど
の
請
求
を
送
り
つ
け
て
く
る
架

空
請
求
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
例
が
下
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
で

す
。
そ
の
対
処
方
法
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

●
無
視
す
る

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
で
あ
れ

ば
、
相
手
に
連
絡
す
る
こ
と
な
く

無
視
し
て
く
だ
さ
い
。
身
に
覚
え

が
あ
る
場
合
は
ハ
ガ
キ
に
記
載
さ

れ
て
い
る
連
絡
先
で
は
な
く
、
自

分
が
契
約
し
た
会
社
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

●
連
絡
し
た
り
、
払
う
と

連
絡
す
る
と
至
急
払
う
よ
う
迫

ら
れ
、
会
社
な
ど
の
電
話
番
号
を

聞
き
だ
さ
れ
、
勤
務
先
な
ど
や
親

戚
ま
で
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
一
度
払
う
と
、
何

度
も
追
加
要
求
さ
れ
た
り
、
幾
つ

も
の
業
者
か
ら
請
求
が
送
ら
れ
て

き
た
り
と
、
更
に
ト
ラ
ブ
ル
が
拡

大
し
て
い
き
ま
す
。

裁
判
所
の
「
支
払
督
促
」
や

「
少
額
訴
訟
」
制
度
を
悪
用
し
た

架
空
請
求
が
あ
り
ま
す
。
裁
判
所

か
ら
の
正
式
な
通
知
で
あ
っ
た
場

合
、
無
視
す
る
と
不
利
益
を
被
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
弁
護

士
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
全
国
的
に
出
回
っ
て

い
る
架
空
請
求
は
正
式
な
通
知
で

な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

●
見
分
け
方

裁
判
所
か
ら
の
支
払
督
促
や
少

額
訴
訟
の
呼
出
状
は
通
常
の
書
留

や
配
達
証
明
で
は
な
く
、
「
特
別

送
達
」
と
記
載
さ
れ
た
、
裁
判
所

の
名
前
入
り
の
封
書
で
送
付
さ
れ
、

は
が
き
や
普
通
郵
便
で
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
郵
便
職
員
に
よ

る
手
渡
し
が
原
則
で
す
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
係

有
線
２
０
４
６
　
q
72
―
２
２
０

４上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

q
27
―
８
５
１
７

上
田
警
察
署
生
活
安
全
課

対
処
方
法

裁
判
が
脅
し

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故

で
亡
く
な
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た

方
に
、
会
費
か
ら
見
舞
金
を
支
払

う
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

今
年
度
ま
で
、
真
田
町
で
は
東

信
地
区
交
通
災
害
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
ま
し
た
が
、
市
町
村
合

併
に
よ
り
、
来
年
度
か
ら
は
、
新

上
田
市
の
交
通
災
害
共
済
に
加
入

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
一
律
年
間

５
０
０
円
の
会
費
が
、
小
中
学
生

は
３
０
０
円
、
未
就
学
児
な
ど
は

無
料
と
な
り
ま
す
。
見
舞
金
の
種

類
は
、
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
従
来
、
各
家
庭
で
購
入

い
た
だ
い
て
い
た
小
学
生
の
通
学

用
と
、
自
転
車
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

は
、
１
年
生
と
、
３
年
生
に
は
、

毎
年
無
料
で
支
給
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
だ
け
は
、

全
小
学
生
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
無
料

で
支
給
し
ま
す
。

●
現
在
の
真
田
町
の
加
入
会
費

一
律
１
人
　
５
０
０
円

●
新
上
田
市
の
加
入
会
費

一
般
１
人
　
５
０
０
円

小
中
学
生
　
３
０
０
円

以
下
の
対
象
者
の
方
は
、
会
費

無
料
で
す
。

・
未
就
学
児

・
身
体
障
害
者
１
級
〜
３
級

・
療
育
手
帳
所
有
者

・
精
神
障
害
者
手
帳
所
有
者

・
生
活
保
護
者

新
上
田
市
の
交
通
災
害
共
済
へ

の
加
入
は
、
来
年
６
月
１
日
か
ら

と
な
り
、
東
信
地
区
交
通
災
害
共

済
組
合
が
３
月
末
日
で
終
了
と
な

り
ま
す
。
４
、
５
月
の
未
加
入
期

間
を
な
く
す
た
め
、
来
年
度
の
み
、

４
・
５
月
分
を
６
月
か
ら
の
年
間

会
費
と
一
緒
に
お
支
払
い
た
だ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
来
年
４
・
５
月
分
の
会
費

一
般
　
80
円

小
中
学
生
　
50
円

来
年
２
〜
３
月
中
に
区
長
さ
ん

を
通
し
て
（
直
接
郵
送
す
る
方
も

い
ま
す
）
加
入
の
確
認
及
び
会
費

の
徴
収
を
し
ま
す
。

ま
た
、
無
料
扱
い
の
対
象
と
な

る
方
は
、
加
入
申
込
書
、
会
員
証

に
は
名
前
が
載
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
解
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

町
民
係

有
線
２
０
０
２
　
q
72
―
０
１
５
４

会
費
の
変
更

加
入
方
法

来
年
は
4
・
5
月
分
を

一
緒
に
集
め
ま
す

消
費
生
活
情
報
〜
身
に
覚
え
の
な
い
架
空
請
求
に
ご
注
意
〜

こ
ん
な
ハ
ガ
キ
は
無
視
し
て
く
だ
さ
い

災　　害　　程　　度 見舞金額
死　　亡 100万円
入院治療実日数140日以上の傷害 30万円
入院治療実日数110日以上の傷害 25万円
入院治療実日数80日以上の傷害 20万円
全治6ヶ月以上の傷害（治療期間6ヶ月以上で、かつ治療日数90日以上） 15万円
全治5ヶ月以上の傷害（治療期間5ヶ月以上で、かつ治療日数75日以上） 10万円
全治4ヶ月以上の傷害（治療期間4ヶ月以上で、かつ治療日数60日以上） 9万円
全治3ヶ月以上の傷害（治療期間3ヶ月以上で、かつ治療日数45日以上） 8万円
全治2ヶ月以上の傷害（治療期間2ヶ月以上で、かつ治療日数30日以上） 6万円
全治1ヶ月以上の傷害（治療期間1ヶ月以上で、かつ治療日数15日以上） 5万円
全治3週間以上の傷害（治療期間3週間以上で、かつ治療日数10日以上） 3.5万円
全治1週間以上の傷害（治療期間1週間以上で、かつ治療日数3日以上） 2万円
全治1週間未満の傷害（治療期間1日以上で、かつ治療日数2日以上） 1.5万円
後遺障害見舞金　1・2級 100万円
後遺障害見舞金　3・4級 50万円

交通災害共済の見舞金

交通災害共済が
変更になります

合併による制度変更



来
年
３
月
５
日
で
、
47
年
以
上

の
町
と
し
て
の
歴
史
を
閉
じ
、
新

生
上
田
市
と
し
て
新
た
な
出
発
を

す
る
真
田
町
。

そ
こ
で
、
町
の
誕
生
当
時
か
ら

16
年
間
発
行
さ
れ
て
い
た
「
公
民

館
報
さ
な
だ
」
と
、
昭
和
46
年
か

ら
発
行
さ
れ
た
「
広
報
さ
な
だ
ま

ち
」
の
中
か
ら
、
印
象
深
い
出
来

事
が
あ
っ
た
号
を
ひ
も
と
い
て
、

町
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

夏
の
行
事
と
し
て
、
定
着
し
た

真
田
ま
つ
り
。
花
火
な
ど
、
毎
年

多
く
の
人
で
賑
わ
う
真
田
の
恒
例

行
事
で
す
が
、
そ
の
始
ま
り
は
、

昭
和
60
年
で
し
た
。
昭
和
60
年
９

月
号
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
す
。

『
８
月
３
日
、
運
動
公
園
を
中
心

に
、
初
め
て
の
町
民
の
祭
典
「
真

田
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

午
後
１
時
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
や
ち
び
っ
こ

広
場
が
開
設
さ
れ
る
と
同
時
に
、

多
く
の
人
が
つ
め
か
け
、
買
物
を

す
る
人
や
、
熱
気
球
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

な
ど
に
乗
っ
て
楽
し
む
子
供
た
ち

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
の
演
奏
で
、
お
祭
気
分
が
盛
り

上
が
っ
て
き
た
午
後
６
時
、
ま
つ

り
宣
言
が
あ
り
、「
真
田
太
平
記
」

出
演
者
の
サ
イ
ン
会
、
24
連
が
参

加
し
た
み
こ
し
、
民
謡
流
し
、
菅

平
太
鼓
、
真
田
武
者
行
列
と
、
目

白
押
し
の
催
し
物
に
祭
は
最
高
潮

に
達
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
ナ

イ
ヤ
ガ
ラ
を
含
む
３
２
６
発
の
大

が
か
り
な
花
火
大
会
が
、
夏
の
夜

空
を
色
ど
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
、
７
０
０

０
人
（
推
定
）
に
も
達
し
、”み
ん

な
で
参
加
“
し
た
祭
と
な
り
ま
し

た
。』
と
、
初
め
て
の
町
民
祭
に

多
い
に
盛
り
上
が
っ
た
様
子
を
伝

え
て
い
ま
す
。

こ
の
真
田
ま
つ
り
は
、
こ
の
年

の
４
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
、

「
真
田
太
平
記
」
の
放
送
が
始
ま

っ
た
こ
と
か
ら
、
急
速
に
気
運
が

盛
り
上
が
り
、
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
年
の
５
月
号
で
は
、
町
の
三

ツ
頭
獅
子
が
、
真
田
太
平
記
に
出

演
し
た
様
子
や
、
観
光
ビ
デ
オ
制

作
、
町
内
史
跡
の
誘
導
標
識
整
備
、

土
産
品
の
太
平
記
包
装
紙
な
ど
、

町
の
宣
伝
活
動
を
行
う
と
い
う
記

事
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
降
毎
年
行
わ
れ
た
真
田

ま
つ
り
は
、
今
年
が
21
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

推定7000人といわれる大
観衆で運動公園は、うめつ
くされた。

真田太平記出
演者の丹波哲
郎さん、小山
明子さん、香
野百合子さん
が祭を訪れ
た。

初めての真田まつりの様子を
伝える昭和60年9月の広報
さなだまち。

12

館
報
・
広
報

ひ
も
と
い
て
み
れ
ば

⑤
昭
和
60
年
９
月
号
　
真
田
ま
つ
り
の
始
ま
り



ま
い
。
全
体
に
密
度
が
あ
り
、

と
て
も
て
い
ね
い
に
描
か
れ
た

作
品
」
と
評
さ
れ
た
作
品
は
、

「
稲
を
１
本
ず
つ
描
く
の
が
大

変
だ
っ
た
。
夕
日
の
色
を
工
夫

し
た
」
そ
う
で
す
が
、
驚
か
さ

れ
る
の
は
「
１
時
間
半
く
ら
い

で
描
け
た
」
と
い
う
こ
と
。「
下

が
き
し
な
い
で
、
絵
の
具
で
描

い
た
」
そ
う
で
す
。
実
は
、
三

浦
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
、
ア
ク

リ
ル
画
を
描
く
画
家
。
「
描
く

の
も
好
き
だ
し
、
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
お
父
さ
ん
が
描
く
の
も
見

て
い
た
」
と
聞
い
て
納
得
。

三
浦
さ
ん
は
、「
大
き
く
な
っ

た
ら
、
漫
画
家
に
な
り
た
い
」

と
将
来
の
夢
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

◯75
あの人を訪ねて
あの人を訪ねて

受賞作の「夕
日とトンボと
働く人」。絵
は、今後１年
間全国各地で
展示される。

シ
ウ
ム
）
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
味
の
点
か
ら
純
度
の
高

い
食
品
添
加
物
に
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
手
持
ち
の

大
豆
で
、
手
作
り
豆
腐
を
作
っ
て

み
ま
し
た
。
凝
固
剤
は
、
国
産
の

天
然
に
が
り
を
使
い
、
消
泡
剤
は

使
用
せ
ず
、
豆
腐
に
は
、
も
と
か

ら
保
存
料
も
使
わ
れ
な
い
の
で
、

食
品
添
加
物
を
使
わ
な
い
手
作
り

豆
腐
が
、
３
時
間
程
度
で
で
き
ま

し
た
。
最
初
か
ら
自
分
た
ち
の
目

で
見
届
け
た
行
程
を
へ
て
、
絶
品

な
味
の
豆
腐
と
お
か
ら
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

勉
強
し
た
上
で
、
体
験
し
て
み

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
気
に
な
る
こ
と
を
、

部
員
で
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
食
品
安
全
部
会
）

食
の
安
全
が
、
私
た
ち
人
間
の

手
で
壊
れ
つ
つ
あ
る
今
日
こ
の
ご

ろ
。
何
を
信
用
し
た
ら
い
い
の
か

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

私
た
ち
消
費
生
活
推
進
委
員
会

の
食
品
安
全
部
会
で
は
、
今
年
度

気
に
な
る
身
近
な
こ
と
か
ら
勉
強

し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み

よ
う
と
、
大
豆
の
代
表
的
加
工
品

で
あ
る
豆
腐
に
目
を
向
け
ま
し
た
。

初
め
に
原
料
の
大
豆
で
す
が
、

遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は
明
記

さ
れ
ま
す
の
で
、
表
示
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。
次
に
凝
固
剤
で
す

が
、
元
々
は
、
海
水
か
ら
食
塩
を

結
晶
さ
せ
た
と
き
、
後
に
残
る
苦

い
液
体
「
に
が
り
」
（
天
然
に
が

り
。
表
示
は
塩
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

ま
た
は
、
粗
製
海
水
塩
化
マ
グ
ネ

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連

合
会
が
行
っ
た
本
年
度
の
「
ふ

る
さ
と
の
田
ん
ぼ
と
水
」
子
ど

も
絵
画
展
で
、
全
国
か
ら
応
募

さ
れ
た
８
０
７
３
点
の
中
か
ら

最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に

選
ば
れ
た
の
が
、
本
原
小
６
年

の
三
浦
由
美
子
さ
ん
（
出
早
）。

作
品
は
、「
夕
日
と
ト
ン
ボ
と

働
く
人
」
の
題
名
で
、
自
宅
の

窓
か
ら
見
え
る
下
原
か
ら
上
田

ま
で
の
風
景
を
描
い
た
も
の
。

応
募
の
き
っ
か
け
は
、
「
夏
休

み
の
宿
題
で
、
先
生
が
応
募
し

て
く
れ
た
」
そ
う
で
、
受
賞
の

感
想
は
「
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
」。
審
査
講
評
で
は
、「
田
や

山
の
緑
に
対
し
て
、
夕
暮
れ
の

赤
と
い
う
色
の
バ
ラ
ン
ス
も
う

稲を１本ずつ描くのが大変だっ
た。

三浦
み う ら

由美子
ゆ み こ

さん（本原小6年）
子ども絵画展で、全国最高の農林水産大臣賞受賞
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窓

消費生活だより⑭

添
加
物
を
使
わ
な
い

手
作
り
豆
腐
を
作
り
ま
し
た



活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
サ
ー

ク
ル
・
個
人
の
皆
さ
ん
の
発
表
や
、
公
民

館
学
級
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
リ
コ
ー
ダ
ー
）

の
発
表
も
あ
り
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。
真
田
町
と
し
て
最
後
の
文
化

祭
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
も
こ
の
雰
囲

気
で
開
催
し
た
い
も
の
で
す
。

休
館
の
お
し
ら
せ

真
田
町
図
書
館
は
端
末
機
器
更
新
の
た

め
、
12
月
23
日
〜
１
月
10
日
の
間
は
利
用

者
カ
ー
ド
の
発
行
、
貸
し
出
し
、
予
約
等

の
業
務
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
利
用
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
作

業
は
上
田
市
立
図
書
館
を
は
じ
め
、
上
小

地
域
・
坂
城
町
の
図
書
館
一
斉
に
行
い
ま

す
の
で
、
他
の
図
書
館
で
も
貸
し
出
し
等

は
同
様
に
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
休
館
日
を
除
き
、
本
の
閲
覧
、

学
習
室
と
し
て
の
使
用
は
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
12
月
と
１
月
の
休
館
日
〉

・
月
曜
定
例
休
館

12
月
５
日
／
12
日
／
19
日

・
祝
日
に
伴
う
休
館

12
月
23
日
（
金
）

来
年
１
月
８
日
（
日
）
〜
10
日
（
火
）

・
月
末
整
理
の
た
め
の
休
館

24
日
（
土
）
／
25
日
（
日
）

・
年
末
年
始
の
休
館

29
日
（
木
）
〜
31
日
（
土
）

来
年
１
月
１
日
（
日
）
〜
３
日
（
火
）

※
年
内
は
28
日
（
た
だ
し
５
時
閉
館
）
が

最
終
開
館
日
で
す
。

新
年
は
４
日
（
水
）
か
ら
開
館
し
ま
す
。

12
月
の
お
話
し
広
場

17
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
　

児
童
図
書
室
　
お
と
ぎ
の
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
絵
本
の
読
み
き
か
せ
や
紙
芝
居
。

お
す
す
め
の
一
冊

「
東
京
奇
譚

き

た

ん

集
」

（
村
上
　
春
樹
）

奇
譚
と
は
、
不
思
議
な
怪
し
い
あ
り
え

な
い
話
。
し
か
し
、
ど
こ
か
あ
な
た
の
身

近
で
起
こ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
物
語
。

「
喪
失
」
と
「
再
生
」。
い
つ
も
の
村
上
ワ

ー
ル
ド
が
堪
能
で
き
る
一
冊
で
す
。
癒
し

を
求
め
る
ひ
と
り
旅
に
も
お
す
す
め
し
た

い
連
作
短
編
集
で
す
。

新
着
図
書

「
蝉
し
ぐ
れ
」「
秘
太
刀
馬
の
骨
」

（
藤
沢
　
周
平
）

「
信
長
の
棺
」

（
加
藤
　
廣
）

「
一
九
四
一
　
黄
色
い
蝶
」（
岩
崎
　
京
子
）

「
う
さ
こ
ち
ゃ
ん
の
は
た
け
」

（
デ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー
ナ
）

「
つ
の
た
く
ん
の
な
か
な
お
り
」

（
な
か
が
わ
　
み
ち
こ
）

会
場
に
は
「
真
田
の
里
か
か
し
コ
ン
テ

ス
ト
」
作
品
の
写
真
や
、
町
内
各
小
中
学

校
自
律
学
級
の
皆
さ
ん
の
作
品
も
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
全
体
に
出
品
数
が
増
え
、
文

化
協
会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
会
場
の

レ
イ
ア
ウ
ト
を
行
い
、
と
て
も
華
や
か
な

作
品
展
と
な
り
ま
し
た
。
２
日
間
の
展
示

期
間
中
に
は
６
０
０
人
を
超
え
る
方
が
来

場
さ
れ
、
町
内
の
芸
術
家
の
力
作
を
熱
心

に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

町
民
舞
台
発
表
祭
は
、
11
月
３
日
に
文

化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
第
１
部
は
民

謡
・
吟
詠
・
歌
謡
・
舞
踊
、
第
２
部
は
、

和
太
鼓
、
第
３
部
は
器
楽
・
声
楽
部
門
と

し
て
、
文
化
協
会
所
属
サ
ー
ク
ル
の
ほ
か

に
も
、
い
ず
み
幼
稚
園
・
菅
平
小
学
校
・

真
田
中
学
校
な
ど
、
４
０
０
人
を
超
え
る

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
合
唱
や
金
管
バ
ン
ド
、

吹
奏
楽
の
演
奏
な
ど
、
日
ご
ろ
の
鍛
錬
、

菅
平
区
の
中
沢
文
豊
さ
ん
の
町
教
育
委

員
と
し
て
の
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
を
取
り
巻
く
状
況
が
変
革
す
る
中
、

ま
た
多
く
の
課
題
も
山
積
し
て
い
る
中
で
、

引
き
続
き
真
田
町
の
教
育
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
く
た
め
、
町
議
会
の
同
意
を
得
て
、

再
度
教
育
委
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

12
月
の
教
育
相
談
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開

催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

日
　
時

12
月
18
日(

日)

午
前
９
時
〜
12
時

会
　
場

真
田
町
文
化
会
館
　
小
会
議
室

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

学
校
教
育
係
　
有
線
２
０
４
３

q
72
―
２
６
５
５

10
月
29
日
か
ら
30
日
ま
で
、
町
民
体
育

館
で
総
合
文
化
祭
作
品
展
を
開
催
し
ま
し

た
。会

場
に
展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
文
化
協

会
所
属
サ
ー
ク
ル
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
日
ご
ろ
の
趣
味
と
さ
れ
て
い
る
書

道
・
書
画
・
絵
画
・
俳
句
・
短
歌
・
陶
芸
・

木
彫
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど

で
、
会
場
を
訪
れ
た
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
を
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

第
2
回
真
田
町
親
子
対
抗

硬
式
テ
ニ
ス
大
会

10
月
23
日
（
日
）

運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

小
学
校
３
年
生
以
下
の
部

優
　
勝

小
林
新
吾
・
美
紅
（
本
原
小
３
）

準
優
勝

清
水
正
人
・
美
来
（
本
原
小
３
）

第
３
位

杉
原
裕
明
・
圭
亮
（
本
原
小
３
）

第
３
位

若
林
和
彦
・
知
穂
（
本
原
小
２
）

小
学
校
４
年
生
以
上
の
部

優
　
勝

小
宮
山
孝
幸
・
拓
哉
（
長
小
５
）

準
優
勝

小
宮
山
　
靖
・
　
涼
（
長
小
５
）

第
３
位

山
口
　
久
子
・
　
桜
（
長
小
６
）

第
３
位

小
宮
山
孝
幸
・
健
太
（
長
小
４
）

真
田
町
少
年
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

11
月
13
日
（
日
）

運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

小
学
校
３
年
生
以
下
の
部

優
　
勝

鈴
木
　
幸
実
（
本
原
小
３
）

準
優
勝

白
石
真
由
子
（
本
原
小
３
）

第
３
位

清
水
　
美
来
（
本
原
小
３
）

小
学
校
４
年
生
の
部

優
　
勝

小
宮
山
健
太
（
長
小
）

準
優
勝

田
中
智
翔
良
（
長
小
）

第
３
位

吉
澤
　
　
遼
（
長
小
）

小
学
校
５
年
生
の
部

優
　
勝

小
宮
山
　
涼
（
長
小
）

準
優
勝

小
宮
山
拓
哉
（
長
小
）

第
３
位

白
石
彩
由
美
（
本
原
小
）

小
学
校
６
年
生
の
部

優
　
勝

倉
島
か
す
み
（
本
原
小
）

準
優
勝

山
口
　
　
桜
（
長
小
）

第
３
位

志
野
　
未
貴
（
長
小
）
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生涯学習のとびら

10
月
23
日
（
日
）
に
武
石
村
で
、
第
20

回
上
田
市
・
東
御
市
・
小
県
郡
市
町
村
対

抗
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
か
ら
も
小

中
学
生
の
部
と
一
般
の
部
に
町
代
表
チ
ー

ム
が
１
チ
ー
ム
ず
つ
参
加
し
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
中
、
選
手
一
丸
と
な
っ
て
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

町
チ
ー
ム
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
中
学
生
の
部

準
優
勝
（
全
５
チ
ー
ム
）

小
中
学
生
の
部

区
間
賞

１
区
　
第
１
位
　
大
久
保
賢
志

４
区
　
第
１
位
　
山
崎
　
圭
太

一
般
の
部

第
３
位
（
全
７
チ
ー
ム
）

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

５
月
17
日
〜
８
月
31
日
　

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
　
勝

出
早
マ
シ
ン
ガ
ン
ズ

準
優
勝

真
田

第
３
位

荒
井

町
長
杯
争
奪
野
球
選
手
権
大
会

８
月
26
日
〜
９
月
16
日
　

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
　
勝

遊
び
人

準
優
勝

戸
　
沢

第
３
位

石
　
舟
、
下
原
ウ
ィ
ン
ズ

第
３３
回
真
田
町
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
４
日
（
火
）

お
屋
敷
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

優
　
勝

堀
内
浅
治
（
上
横
道
）

準
優
勝

浅
野
直
樹
（
下
郷
沢
）

第
３
位

一
之
瀬
み
さ
を
（
中
原
）

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦
（
Ｓ
リ
ー
グ
）

６
月
１
日
〜
10
月
13
日
　

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

優
　
勝

チ
ャ
ン
プ

準
優
勝

リ
ロ
ー
テ
ッ
ド

第
３
位

Ｊ
ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ

第
２５
回
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

９
月
21
日
〜
10
月
22
日
　
町
民
体
育
館

優
　
勝

Ａ
Ａ
Ｐ

準
優
勝

大
　
畑

第
３
位

曲
　
尾

第
４
位

中
　
原

囲
碁
将
棋
教
室
参
加
者
募
集

毎
週
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
囲
碁
将

棋
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

著
名
な
講
師
を
招
い
て
の
大
会
等
も
開
催

予
定
で
す
。
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
ふ
る

っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日

毎
週
土
曜
日
（
年
末
年
始
を
除

く
２
月
末
ま
で
）

時
　
間

午
前
９
時
〜
12
時

対
　
象

小
学
１
年
生
〜
中
学
３
年
生

会
　
場

文
化
会
館

参
加
費

保
険
料
と
し
て
５
０
０
円
程
度

を
初
回
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

文
化
財
保
護
講
演
会
を
開
催

町
内
の
貴
重
な
文
化
財
の
保
護
啓
発
を

目
的
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
今

年
は
曲
尾
の
根
小
屋
城
な
ど
に
関
係
の
あ

っ
た
と
さ
れ
る
戦
国
武
将
・
村
上
義
清
に

焦
点
を
あ
て
て
、
本
拠
地
・
葛
尾
城
の
あ

っ
た
坂
城
町
で
の
動
向
も
含
め
、
解
説
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
　
時

12
月
18
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
　
場

文
化
会
館

講
　
師

助
川
朋
広
氏

（
坂
城
町
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

演
　
題

「
真
田
幸
隆
を
苦
し
め
た

村
上
義
清
（
仮
題
）」

※
聴
講
は
無
料
で
す
が
、
資
料
等
準
備
の

た
め
、
事
前
に
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

q
72
―
２
６
５
５
　
有
線
２
０
９
７
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

14

１１
月
の
図
書
館
だ
よ
り

問い合わせ　教育委員会　有線２２４４　q72─２６５５

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

中
沢
文
豊
氏
を
教
育
委
員
に
再
任

真
田
町
総
合
文
化
祭
を
開
催 武石村で行われた市町村対抗駅伝のスタート

舞台発表祭で発表するいずみ幼稚園の皆さん

第
２０
回
上
田
市
・
東
御
市
・
小
県
郡

市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

平
成
18
年
真
田
町
成
人
式
は
、

1
月
8
日（
日
）

午
前
10
時
か
ら
の
予
定
で
す
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委託料 ９００円／１うす（3kg・

２升）※米持参で、片栗粉等材料

費含む

○利用期日・時間

年末 12月17日～30日

新年 １月20日～

午前８時30分～午後５時

申し込み・問い合わせ ゆきむら

夢工房（振興公社）

有線2062・2067 q72―0150

ＮＰＯ法人遊び塾では、小学生

児童の夕方の居場所を提供します。

時間内であれば、宿題を含む簡単

な勉強もみます。

場所 下原の遊び塾事務所

日時 毎週　月・火・木・金曜日

午後４時～７時

費用 ７００円（１日）７０００

円（1月）光熱費・保険代・おや

つ代含む。車での送迎の場合、１

km当たり30円

問い合わせ ＮＰＯ法人遊び塾

q72─3800

名古屋税関では、太平洋戦争終

結後、外地からの引揚者の方々か

らお預かりした、次の通貨・証券

などをお返ししています。

返還の申し出は、ご家族の方で

もかまいません。お心当たりの方

は、問い合わせください。

○終戦後、外地から引き揚げてき

た方が、上陸地の税関又は、海運

局に預けられた通貨・証券など。

○外地の引揚集結地において、総

領事館、日本人自治会などに預け

られた通貨・証券など。

問い合わせ 名古屋税関　

諏訪出張所　q0266－58－5953

又は、長野地区政令派出事務所

q026－232－2666

独立行政法人平和祈念事業特別

基金では、次の方に、内閣総理大

臣名の書状などを贈呈しています。

○旧軍人等で恩給などを受けてい

ない、恩給欠格者の方、及びその

ご遺族の方。

○終戦にともない、本邦以外の地

域から引揚げてこられた方。

書類は、役場福祉係にあります。

問い合わせ 独立行政法人平和祈

念事業特別基金　

q０１２０－２３４－９３３

環境省では、地球温暖化防止の

国民運動「チームマイナス6％」の

活動の一つとして、秋・冬の暖房

時の室温を20度に設定することを

推奨しています。

外気温７度で2.2ｋｗのエアコン

を１日９時間使用して、暖房設定

温度を21度から20度に１度低く設

定した場合、年間で二酸化炭素約

25・７kg（1台当たり）が削減で

きます。一方、夏の冷房を27度か

ら28度に１度高く設定しても、年

間約5.9kg（1台当たり）の削減で

すから、暖房の温度を下げる方が

冷房の温度を上げるより、数倍の

効果があります。

そのため、「寒いときは着る」「過

度に暖房機器に頼らない」という

原点に戻り、「暖房に頼り過ぎず、

働きやすく暖かく格好良い」とい

うスタイルのイメージを分かりや

すく表現した名称が「ウォームビ

ズ」です。地球温暖化防止の趣旨

に賛同し、冬の暖房に頼り過ぎな

い生活にご協力ください。

問い合わせ 生活環境係

有線２０４６　q72―2204

し尿処理場「清浄園」の年末年

始の操業にあわせ、年末のくみ取

りの予約受け付けが次のとおりと

なります。

年末の予約 12月26日(月)まで

休業 12月30日（金）～１月３日

（火）

問い合わせ ㈲真田清掃社

有線２３９１　q73─２６０７

年末を迎え、おいしいおもちの

季節になりました。ゆきむら夢工

房のもちつき機をご利用ください。

機械の操作を覚えれば簡単です。

○個人で利用する場合

使用料 ４００円／１うす（3kg・

２升）

指導料 ７００円（１時間につき）

初めての使用などで、指導しても

らいたいとき　

○活性化団体もち部会に委託する

場合
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恩給欠格者、引揚者に
書状などを贈呈

暖房時の室温は
20度に設定しましょう

年末のくみ取りは
お早めに

夕方学童
のんびり帰宅

終戦当時の引揚者の方へ
通貨・証券等を返還します

16

（12月６日～１月５日）

乳幼児整形外科検診・離乳食教室

12月７日（水）午後１2時30分～

１時15分受付、

場所／保健センター、

対象／17年７～９月生まれ

お誕生相談 12月８日（木）午

前９時～９時30分受付

場所／保健センター、

対象／16年10～12月生まれ

乳児健診 12月20日（火）午後

１時15分～１時40分受付、

場所／保健センター、

対象／17年２・５・８月生まれ

三種混合 12～２月

場所／本原医院・小林医院

対象／初回は１７年３～８月生ま

れ、追加は１５年９月～１６年２

月生まれ、７歳６ヶ月未満の未接

種児

麻しん 12月

場所／本原医院・小林医院

対象／16年９月～12月生まれ、

７歳6ヶ月未満の未接種児

問い合わせ 保健センター

有線２０５３　q72―９００７

第19回上小地域小中学校児童生徒

作品展 12月10日（土）～１月９

日（月）午前９時～午後５時、

内容／絵画・書道・立体作品等、

上小地域の子どもたちの作品展示。

ファミリーパソコン教室クリスマ

スカードをつくろう 12月10日

（土）午前９時30分～11時、

対象／５歳以上の子どもと保護者

先着20人、内容／パソコンでクリ

スマスカードと封筒を作ります。

企画展「郷土の英雄-木曽義仲-」

12月11日（日）～18日（日）午前

9時30分～午後４時30分、内容／

木曽義仲の生涯のプロセスと支え

た人々を写真パネル等で展示。

しめ縄つくり 12月17日（土）午

前９時30分～午後０時、内容／

「ごぼうじめ」を作ります。

凧展 12月24日（土）～１月12

日（木）、内容／信州上田常田凧

保存会と築地凧クラブより協力い

ただいた凧等の展示。

※全ての催し入場料・参加費無料。

問い合わせ 上田創造館

q23―1111

198乳幼児健康診査と
予防接種
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行政相談、心配ごと相談
日時 12月12日（月）午前9時～

正午

場所 福祉センター

問い合わせ 行政係

有線２０１１ q72─２２０１

または社会福祉協議会

有線２００７　q72─２９９８

上田創造館の
12月の催し

Information

生活 情報

ゆきむら夢工房の
もちつき機を利用ください

市民の森スケート場がオープン
期間 12月17日（土）～来年２月12日（日）

休業 12月31日（土）・１月１日（日）

時間 午前９時～午後４時30分（入場は午後4時まで）

料金 大人７５０円、小中学生・付添人３００円、

未就学児は無料

貸し靴 ３００円

※ 右の割引券が、利用できます。（なお貸し靴には利用で

きません）

スケート場祭り（無料開放）
日時 １月14日（土）午前９時～午後４時

内容 豚汁サービスほか、楽しいイベントが盛りだくさん。

皆さまのお越しをお待ちしています。

問い合わせ スポーツ振興係

有線２２４４　q72―２６５５

市民の森スケート場入場割引券

町民一人1回に限り200円割引

有効期限　平成18年2月12日（日）まで

真田町

大人
中学生以下
付添人

市民の森スケート場入場割引券

町民一人1回に限り200円割引

有効期限　平成18年2月12日（日）まで

真田町

大人
中学生以下
付添人



○自動車が盗まれる、自動車内か

ら金品が盗まれる等、車上狙い犯

罪が発生しています。次の点に注

意しましょう。①車内に貴重品を

置かない。②自動車から離れると

きは、わずかな時間でも確実にド

アロックをしましょう。③たとえ、

自宅の庭先や車庫でも、ロックを

忘れずに。

○家人の留守や夜間を狙った空き

巣・忍び込みが多発しています。

わずかな時間でも戸締りをして、

不要の大金をおかないようにしま

しょう。防犯対策の基本は、ワン

ドア・ツーロックと窓ガラスの閉

め忘れに注意することです。

問い合わせ 上小防犯協会連合会

q26－０１１０　　

交通ルールの遵守と交通マナー

の向上を呼びかけ、交通安全意識

の高揚を推進して、交通事故を防

止することを目的に年末の交通安
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会を築くことを目的に、県民参加

のフェスティバルを開催します。

ご参加ください。

日時 12月17日（土）午前10時～

午後３時30分

場所 東御市文化会館（サンテラ

スホール）

講演１「知事が語る県政の現在」

講師 長野県知事　田中康夫氏

講演２「女
ひと

と男
ひと

が奏でる素敵なハ

ーモニー」

講師 評論家・作家　吉武輝子氏

パネルディスカッション「今をは

ぐくみ未来をつくる～男女共同参

画の将来を語る」

参加費 無料

その他 当日は役場からバスが出

ます。

申し込み締切 12月７日（火）

託児希望の方は、申し出ください。

申込・問い合わせ 政策係

有線２０１５　q72－２２０２

毎年これからの時期、灯油等を

取り扱う機会が多くなり、油類の

流出事故が発生しています。

次の点に注意し、油流出事故を

なくすようご協力をお願いします。

点検することは

①ホームタンクが固定されている

か傾いていないか点検しましょう。

②バルブや配管に亀裂や漏れがな

いか、またタンクの残量を定期的

に点検しましょう。

取り扱いの注意点は

①ポリタンクに小分けするとき

は、絶対にその場を離れないよう

平成18年度に、合併後の新上田

市が発注する建設工事・建設コン

サルタント業務と、新市が購入す

る物品、役務・業務委託の入札ま

たは、見積に参加を希望される方

は、「入札（見積）参加願」を提

出してください。

今回申請すると、平成18年４月

１日から平成19年３月31日まで

１年間有効となります。

なお、上田市、丸子町、真田町、

武石村で、平成17年度入札（見積）

参加資格者となっている方は、今

回は提出の必要がありません。

受付期間 １月４日（水）～20日

（金）まで。郵送の場合は、１月

20日消印有効。

受付場所 上田市管財課窓口（上

田市役所西庁舎２階）

その他 募集要項・申請書類等

は、真田町総務課窓口または、上

田市管財課窓口で配布しています。

また、上田市のホームページ

（http://www.city.ueda.nagano.jp/

hp/̃cityueda/divisions/kanzaika/i

ndex.shj）に掲載していますので、

プリントアウトしてご利用くださ

い。

問い合わせ 上田市管財課

q23－5257(契約係直通)

男女共同参画社会実現に向けて、

一層の推進を図り、真の豊かな社

にしましょう。小分け後は、バル

ブやコックなどを完全に閉めまし

ょう。

事故が発生したら

①事故発生時には火災の危険があ

ります。消防署に速やかに通報し

ましょう。

②河川に油が流入した場合は、少

量でも水道水や、魚類、農作物等

に大きな被害を与えることがある

ので、消防署、役場、保健所など

へ通報しましょう。

③河川へ流入しないように、土砂

などで応急処置をしましょう。

④河川などに油が流れているのを

発見した場合は、消防署や役場へ

速やかに通報しましょう。

問い合わせ 神川水系水環境保全

対策協議会（上田市上下水道局営

業課内）q22－４１００

年末は、金融機関を対象とした

強盗等の各種犯罪や交通事故の多

発が予想されます。警察では特別

警戒体制を敷くとともに、自治体、

企業、地域住民、防犯ボランティ

アの皆さんと協力して地域安全活

動を展開し、犯罪や事故の未然防

止を図ります。

実施期間 12月１日～31日

活動重点

○身近な知能犯罪として「振り込

め詐欺」が未だに横行しています。

高齢者、独居老人宅等は、地域の

皆さんの目、耳で情報を把握して、

被害に遭わないよう声かけし、未

然防止を心がけましょう。

18年度入札（見積）
参加申請の
追加受付をします

12月11日～31日は
年末の
交通安全運動

12月１日～31日は
年末特別警戒活動を
実施中

男女共同参画
フェスティバルin東御に
ご参加ください

これからの季節
油流出事故に
ご注意ください
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全運動を行います。

県下一斉街頭活動日 12月12日

（月）・22日（木）

県下一斉シートベルト着用調査

実施日 12月14日（水）

運動の重点

○高齢者の交通事故防止　

10月末の県内交通事故の死者125

人中、59人が高齢者で、死者全体

の47.2％を占めています。

○シートベルト・チャイルドシー

トの着用　

○飲酒・夜間の交通事故防止

問い合わせ 県交通安全運動推進

本部　q026－235－7174

ご存知ですか？今年９月の調査

結果では、上小地域のシートベル

ト着用率は、92.3％で、県下10地

域中10位です。

シートベルト非着用者の致死率

は、着用者の９倍以上。後席同乗

者の車外放出死者のシートベルト

着用率は、たった１％です。自分、

最愛のわが子、愛する家族、仲間

の命を守るのは、ドライバーの責

務です。二度と戻らない尊い命を

守れるのは自分です。シートベル

トは必ず締めましょう。

問い合わせ 上小地方事務所生活

環境課　q25－7113

製造業を営むすべての事業所を

対象に、工業統計調査が、行われ

ます。

法律に基づき秘密は厳守されま

すので、調査員が伺ったときには

ご協力をお願いします。

時期 12月下旬～１月中旬

目的 製造業の活動実態を明らか

にし、行政施策の基礎資料にしま

す。また、企業や学校での研究資

料や教材など、広く利用されてい

きます。

問い合わせ 政策係

有線２０１５　q72－２２０２

上小地域の
シートベルト着用率は
県下最悪です

12月31日現在で
製造業を対象に
工業統計調査を実施

Information

行政 情報

町税滞納額の減少を目的に、11

月に行ったインターネット公売の

結果、下の表のとおり公売した物

件３件全てが落札、売却決定しま

した。落札合計額は、５５８万９

千円です。この落札額は、これら

物件所有者の滞納町税等に充てら

れます。なお、見積価格とは、公

売前に町が見積もった各物件の最

低売却価格です。

問い合わせ 納税管理係

有線２０６５　q72－0154

インターネット公売の結果、すべて
落札、売却決定しました。

不
　
動
　
産

公　売　物　件

真田町大字長字十ノ原
（土地付建物）

真田町大字長字十ノ原（土地）

真田町大字長字十ノ原（土地）

落札価格（円）

3,600,000

1,221,000

0,768,000

1,980,000

0,810,000

0,680,000

4

2

2

見積価格（円） 入札者
（人）
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6

8

10

11

13

14

15

17

18

20

22

23

24

25

27

28

火

木

土

日

火

水

木

土

日

火

木

金

土

日

火

水

番　　　組　　　名 ／　　出　　演　　者

駐在所だより ／真田駐在所　所長

身近な税の話「給与所得者の年末調整」 ／上田税務署

おはなしの世界へ｢ふるやのもり｣ ／おとぎの会　柳沢　由美子さん

保育園だより「みんなで　ペッタン　おもちつき」 ／すがだいら保育園

暮らしの豆知識 ／上田消費生活センター

図書館の窓 ／図書室

生活のしおり ／ＪＡ長支所増田生活指導員

おはなしの世界へ｢ほらふき長吉｣ ／おとぎの会　堀内　ちよ江さん

学校だより「生徒会をひきついで」 ／真田中学校

みんなの食生活「お酒の効用、良くも悪くも飲み方次第」 ／保健センター山崎栄養士

みんなの健康　「絵本の読み聞かせ」 ／図書室　司書　　小暮　由夏

農業アドバイス ／上小農業改良普及センター

スポーツだより「さなだスポーツクラブについて」 ／さなだスポーツクラブ事務局

おはなしの世界へ｢星のひとみ｣ ／おとぎの会　大久保　順子さん

保育園だより「今日も頑張れ！エコレンジャー」 ／そえひ保育園

生活環境係から ／生活環境係

1年を振り返って ／情報有線係

ゆうほう番組表（12／6～1／5）

放送時間は、夕方6時30分～ （再放送は翌朝６時～）となります。（お話の世界へ、学校、保育園だよりは、夕方4時～）

日 曜

家屋を取り壊したら「滅失届」をお忘れなく！
老朽化や建て替えなどの理由で、家屋を取り壊したと

きに町へ必要な届出が、「家屋滅失届書」です。

法務局で、登記がされている家屋で、滅失の登記をし

た場合には、役場への届け出は必要ありませんが、それ

以外の場合は、「家屋滅失届書」の提出が必要です。

固定資産税は、毎年１月１日現在における土地、家屋

の状況を基に４月から課税されます。したがって、１月

２日以降に家屋の取り壊しがあった場合、その年度は課

税になりますが、翌年度からは課税されません。

しかし、家屋を取り壊しても届出がないと、無くなっ

た家屋が継続して課税対象になってしまうこともありま

す。ですから、取り壊しがあったときは、印鑑を持参の

うえ、忘れずに届出をお願いします。

届出後、担当職員による確認調査を行います。届出の

記入用紙は、税務係窓口もしくは町ホームページからで

も取得できます。

問い合わせ 税務係　有線２０４１　q72-0154

月　日
工事店名

金 井 設 備 商 会 S
q72-2118 有線 3356

D 駒 屋 商 店
q72-3696 有線 2373

D 真 田 建 設
q72-2019 有線 5430

石 巻 設 備
q73-2021 有線 4454

D 長 崎 商 店
q73-2511 有線 2368

S ア サ ヒ 興 業
q72-3414 有線 5333

D ド ー ム 管 工
q72-0771 有線 4383

山 崎 設 備 工 業 D
q73-2322 有線 4210

D 信 濃 空 調
q72-5706 有線 6249

若 林 設 備 工 業 所
q72-3166 有線 5332

イ チ ノ セ 管 工
q72-3000 有線 5216

浅 間 設 備 S
q72-3938 有線 5216

菅 平 設 備
q74-3933 有線 5216

岩 渕 住 設
q74-4122 有線 5216

12 月
＊
＊
＊
＊
1
2
3
4
＊
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
＊
17
18
19
20
21
22

23
24
25
26
27
28
＊
29
30
31
＊
＊
＊
＊

水道工事当番店 12月の水道工事
当番店です。

有線放送に加入しました。5790 特別養護老人ホームアザレアンさなだサテライト・宅幼老所大畑の家（大畑）
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堀内心美ちゃんとお母さん

10 月 届 け 出分

□ごめいふくをお祈りします

三井　ふみ　　88 大　庭

久保　お良　　89 横　沢

田中　正章　　57 石　舟

金山美智夫　　68 つくし

小林　文子　　83 下　原

押森　弘文　　53 真　田

堀内ちさと　　93 下横道

横尾ゆきの　　79 菅　平

春原　　誠　　26 曲　尾

金井　忠治　　75 菅　平

☆お誕生おめでとう

大　介金井　和奏
わかな

大 日 向祐　子

忠　宏半田　美南
みなみ

穴　　沢和　美

龍　雄山宮　寧音
ね ね

入軽井沢かおり

久　夫永井　杏佳
きょうか

下 郷 沢悦　子

辰　淳大久保勇翔
はやと

大 日 向麻　実

岳　宏正橋　真那
ま な

菅　　平明　美

勝　博三井　奈央
な お

大　　庭真理子

公　信佐藤　翔英
しょうえい

石　　舟恵

剛高寺　育夢
はぐむ

竹　　室智　江

典　彦内山　海衣
め い

四 日 市香奈子

隆　盛堀内　心美
ここみ

大 日 向詠　子

ご
両
親
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

元
気
に
育
っ
て
ね
！

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（ 12月26日（月）

・国民健康保険税

・介護保険料（普通徴収）

・保育料

・町営住宅使用料

・ふれあいの館利用料

・在宅支援サービス利用料

１月４日（水）

・水道料金

・下水道農集排料金

納 税 と 使 用 料

役場延長窓口（住民票・印鑑

証明・所得証明・納税証明）

をご利用ください。

月 曜 日 は 午 後 7 時 ま で ！

かぼちゃまんじゅう

かぼちゃ（わた抜き）…………200g
上白糖 ……………………………80g
薄力粉 …………………………100g
水 ……………………………大さじ１
ベーキングパウダー ………小さじ１
こしあん ………………………300g

①かぼちゃ（冷凍でもよい）は、蒸してつぶす。
②ボウルにかぼちゃと上白糖を入れて、よく混
ぜ合わせ、ふるっておいた薄力粉とベーキン
グパウダーを加え、水を入れてヘラでサック
リと混ぜ合わせ、ラップをかけて、約20分寝
かせる。
③あんを12等分して形良くまるめる。②の生地
を手でもみまとめて、耳たぶくらいの柔らか
さにして、12等分し、あんを包んで約10～12
分蒸す。

（12個分の材料）

（つくり方）

No.109クッキング

自
然
の
黄
色
が
と
て
も
き
れ
い
に
仕
上
が
り
ま

す
。

小
林
幸
子
さ
ん
（
岡
保
）

♡いつまでもお幸せに

木村　匡　敦　　菅　　平
花岡　いずみ　　大　　庭（
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11月６日、町民体育館などで、

バレー、ミニバスケット、卓球の

少年スポーツ大会が開かれました。

大会は、４月から行われてきた

少年スポーツ教室の締めくくりと

なるもの。今年度町の少年スポー

ツ教室は、10種14教室が開講。町

内小学生の約７割が参加しました。

同様の大会は、10月下旬から11月

にかけて、野球、サッカー、テニ

ス、マラソンでも開催されました。

この日の開会式では、大塚貢教

育長が、「スポーツで、皆さんの

心も、体もしっかり育ち、真田町

には、非行をする子どもは一人も

このほど菅平地区の下水を処理

する新しい菅平浄化センターの建

設が始まりました。工事に先立ち、

10月11日には、工事の安全祈願

祭が行われました。

新しい施設は、約6200㎡の敷

地に、日最大処理量4500ｔの処

理槽などを造るもの。従来の回転

円板法による処理に比べ、より濃

度の高い下水を処理できるオキシ

デーションディッチ法を採用し、

水質の更なる改善を図ります。総

事業費は、既存施設の一部更新を

含めて、約28億円です。

新しい浄化センターは、平成19

年度末には、２系列のうち１系列

の使用が始まり、平成23年度完成

の予定です。

11月９日、福祉センターで、社

会福祉協議会によるレクリエーシ

ョン講習会が開催されました。

これは、お年寄りの仲間や生き

がいづくりを目的に、地区で開か

れるいきいきサロンなどで、取り

入れられる、楽しみながら体を動

かせるレクリエーションを学ぼう

と行われているもの。

講習会には民生児童委員や地区

福祉員など20人ほどが参加。布を

使って、脚や肩、背中などを伸ば

す運動や、音楽に合わせて、簡単

にできるダンスなどのレクリエー

ションを半日に渡り学びました。

講師の町
まち

季与子
き よ こ

さん（東信レクリ

エーション協会）は、「自分たち

も楽しみながらやると、相手も楽

しめ、良い動きになります」と話

していました。

いません」とあいさつ。その後、

子どもたちは、各会場で少年スポ

ーツ教室の成果を試す試合に汗を

流していました。

スポーツで体も心も育つ
少年スポーツ大会

建設が始まった
新しい菅平浄化センター

楽しみながら体を動かす
レクリエーション講習会

Camera  News
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11月８日、さなだ保育園の年長

児46人が、アザレアンさなだのデ

イサービスセンターを訪問して、

利用者のお年寄りと、ふれあい、

交流しました。

最初に園児たちは、「もみじ」

などの歌や合奏を披露。かわいい

歌声にお年寄りも一緒に口ずさみ

ます。その後は、ペアになって、

肩たたきをしたり、音楽に合わせ

ての手遊びを楽しんだりしまし

た。最後に園児が、手づくりの花

と花差しを、お年寄りにプレゼン

トしました。お年寄りは「一緒に

肩たたきや、お遊戯できて、こん

な楽しいことはなかったです」と

感想を話していました。

11月５、６日の２日間、第11回

真田の里新そばまつりが、ゆきむ

ら夢工房と農林産物直売所新鮮市

で行われました。町内産の新そば

を味わうこのイベント。町内外か

ら、多くの人が訪れ、打ちたての

新そばに舌鼓を打ちました。

６日には、福引や青空市が行わ

れ、真田町きのこ組合協業体のき

のこ販売なども行われました。ま

た、新鮮市では、真田産の野菜や

果物が所せましと並び、訪れた人

が買い求めていました。

自分で打ったそばを食べるそば

打ち体験も行われ、多くの家族や

グループがそば打ちに挑戦してい

ました。そば打ちをした屋代英克

さん（神奈川県）は、「初めてで

疲れましたが、また来たら、やっ

てみたいです」と話していました。

さなだ保育園の年長児が、
アザレアンさなだを訪問

町内産の新そばを味わう
真田の里新そばまつりを開催

カメラニュースは、町の中の様々

な出来事や話題をお届けしてい

ます。



「
朝
日
さ
ん
さ
ん
、
笑
顔
に
あ

び
て
　
花
が
ま
っ
て
る
、
よ
ん
で

い
る
　
あ
い
さ
つ
し
ま
し
ょ
う
、

元
気
よ
く
　
わ
た
し
と
あ
な
た

の
、
お
花
の
小
径
　
お
は
よ
う
フ

ラ
ワ
ー
、
ロ
ー
ド
さ
ん
」
こ
ん
な

１
番
で
始
ま
る
花
を
愛
す
る
歌

「
お
は
よ
う
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」

の
発
表
会
が
11
月
５
日
、
い
ず
み

幼
稚
園
で
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
歌
を
作
詞
し
た
の
は
、
横

尾
区
の
柴
崎
邦
雄
さ
ん
。
柴
崎
さ

ん
は
、
10
年
ほ
ど
前
に
区
の
環
境

整
備
委
員
長
を
務
め
、
横
尾
か
ら

戸
沢
に
か
け
て
の
道
路
５
０
０
ｍ

に
花
壇
を
整
備
。
そ
の
と
き
の
思

い
を
歌
詞
に
し
た
そ
う
で
す
。
そ

の
後
、
友
人
の
宮
崎
忠
雄
さ
ん

（
横
尾
）
に
歌
詞
を
見
せ
た
と
こ

ろ
「
い
い
歌
で
、
も
っ
た
い
な
い
。

広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
宮
崎

さ
ん
が
提
案
。
い
ず
み
幼
稚
園
の

松
沢
宏
夫
園
長
に
作
曲
を
依
頼
し

て
、
歌
が
完
成
し
ま
し
た
。

い
ず
み
幼
稚
園
の
家
族
参
観
に

併
せ
て
行
わ
れ
た
発
表
会
に
は
、

園
児
の
家
族
な
ど
１
２
０
人
ほ
ど

が
集
ま
り
、
園
児
の
元
気
な
歌
声

に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

柴
崎
さ
ん
は
、
「
元
気
よ
く
あ
い

さ
つ
で
き
る
、
花
を
大
事
に
す
る

子
ど
も
に
育
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
月
号
の
表
紙
は
、
美

し
い
角
間
渓
谷
の
紅
葉

を
、
そ
れ
を
見
る
観
光
客
の
方
を

入
れ
て
撮
影
し
よ
う
と
、
多
く
の

人
が
訪
れ
そ
う
な
祝
日
を
ね
ら
っ

て
撮
影
に
行
き
ま
し
た
。

撮
影
の
と
き
に
、
ど
こ
か
ら
来

た
の
か
、
ま
た
、
何
を
見
て
来
た

の
か
も
伺
い
ま
し
た
。
ど
こ
か
ら

は
、
長
野
や
佐
久
方
面
な
ど
県
内

か
ら
、
東
京
、
埼
玉
、
群
馬
、
栃

木
な
ど
様
々
で
し
た
。
し
か
し
、

何
を
見
て
来
た
の
か
は
、
大
部
分

の
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
答

え
で
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
自
分

も
旅
行
に
行
く
と
き
は
、
そ
う
だ

な
と
思
い
出
し
ま
し
た
。(

な
べ)

広
報
さ
な
だ
ま
ち
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８
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平
成
１７
年
１２
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
／
長
野
県
真
田
町
　
情
報
政
策
課

q
０
２
６
８（
７
２
）２
２
０
２

印
刷
／（
有
）ア
オ
ヤ
ギ
印
刷

い
ず
み
幼
稚
園
で
、

花
を
愛
す
る
歌
の

発
表
会
。

い
ず
み
幼
稚
園
の
年
長
と
年
中
児
童
が

元
気
い
っ
ぱ
い
「
お
は
よ
う
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」

を
歌
っ
た
。

わたしたちの町の人口
11,684人（－13）

男　15,770人（－28）
女　15,914人（－25）

世帯数　13,809戸（－21）
平成17年11月1日現在（ ）内は前月比

インターネット情報
http://www.sanada.or.jp/
http://www.town.sanada.nagano.jp/

この広報紙は環境に配慮し、古紙100％、
植物性大豆インキを使用しています。

季節の中で

話題の広場 83
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